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寒冷暴露や喫煙に より循環障害を発生 した再接着指の 5 例
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仰彿 闇 年 9 Jj l 川 受付J

1 9 74 年か ら 19 8 1 年の 間 に ， 金沢 大 学付属病院で 345 例5 11 指 に 対し て 切断指再接着術が施行さ れ

た．
こ の う ち

，
寒冷暴露や喫煙を契機 に 突然循環障害 を発生 した 5 例 5 指が 経験 され た． 循環障害は術

後 14 日目 か ら 45 日の 間に お こ り
，
示 指 2 本， 中指， 環指， 小指各 1 本に お こ っ た

． 循環障害 をお こ し

た原因と し て
， 寒冷暴露 に よ る も の 射礼 喫煙に よる も の 1 例で あ っ た ．

2 例は再手術 に よ り
， 指の 循

環 は回 復し た■ 他の 2 例 は， ヘ パ リ ン
，
ウ ロ キナ

ー

ゼ ， 低分子 デ キ ス トラ ン の 持続点滴 に よ り， 指の チ

ア ノ ー ゼが 回復 し， 生 者した ． 1 例 は放置され指尖部の 部分壊死 が お こ っ た ． これ ら の 経験か ら， こ の

循環障害は， 血 管吻合郡の 狭窄に 加 えて ， 寒冷暴露や喫煙 に よ り指の 血流が減少す る こと に より発生す

る こ と が示 唆さ れ る． 切 断指再接着術後は， 琴冷暴露と喫煙 を少なく と も 3 ケ月間は禁止 す べ き である．
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切断指再接着術 は全国各地で行わ れ る よう に な り，

多数の 生者例が報告され てい る．
こ れ ま で金沢大学整

形外科に お い て手術を行 っ た症例の 中に ， 再接着術後

2 週間以 上 経過 した後， 寒冷暴露や喫煙 を契機 に ， 突

然
， 循環障害を発生 した症例を経験 した． 現 在まで

，

こ の 様な症例の 報告を み ない が， 術後管理 に お い て重

要な問題 と思 われ る の で 報告す る．

調 査対象

昭和49 年11 月よ り昭和 56 年 1 2 月 ま で に
，
金沢大

学整形外科に お い て， 34 5 例 5 1 1 指 に 対 して 切 断指再

接着術を行 っ たが1，， 術後 2 週 間以 上経過 した症 例で ，

明 らか に 寒冷暴露や喫煙 を契機 に
，
突然循環障害をお

こ した症例が 5 例5 指あ っ た く表 い ．

症 例

症例1 こ43 才， 男性， 大工

昭和51 年12 月9 日
，
電気ノ コ ギ リ で 左手 を受傷 し

た． 示指 は近位指節間関節 くPIP 関宕削 で 完全切軌

中指は P工P 関節部で 伸筋膿 と 指背の 皮膚 の み連続性

の ある不 完全切断で あっ たく図1 う． 直ちに 再接着術 を

行 っ た ．
2 指と も骨を 5 m m 短縮 し

，
P I P 関節で関節

固定術を行い
， 深指屈筋腰お よ び両側の 指神経 を縫合

し た
． 示 指は指伸筋腱 の 縫合 も行 っ た ． 動脈は， 示 指

の 尺側拍動脈お よび 中指の 榛側拍動脈 の 各 1 本ずつ を

吻合し た． 静脈 は， 示指の み 指背部 で 2 本吻合 した ．

皮膚は吻合動静脈 へ の 圧 迫が加わ ら ない よう に 粗 に 縫

合 したく図2 う． 術後経過 は良好 で，1 4 日目 に 退院 した．

術後25 日 臥 夜間冷気に 左手を暴露 して よ り
，
左示 指

が蒼白 とな っ た
． 循環障害が改善 しない た め

，
2 0 時間

後 に 当科 を受診 した ． 来院時， 示指 に チ ア ノ ー ゼが あ

りく図3 う， 患手 を加温 する も色調は 回復せ ず
， 指尖脈

波で も波形が認 めら れ ない た め， 手術 を行 っ た ． 手術

は前回吻合 した尺側指動脈は その ま まと し
， 前回 の 手

術 で吻合 しな か っ た犠側指動脈 を露出し， 断端 を新鮮

化 した後 に端々 吻合を行 っ た ． 術後， 指色調は回復 し

たが
，
12 時間後 より再 び， 示指の 循環障害が発 生 した

ため
，
2 4 時間後 に 再手術 を行 っ た． 両側の 指動脈吻合

部 は血栓で 閉塞 して い たの で， 吻合部を切除新鮮化し

A b b r e vi a ti o n s ニ P I P
， p r O Xi m al in t e r p h al a n g e al ．
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た後， 再吻合を行 っ た結果， 指色調は回復 し生者 した

く図4l o 尺 側指動脈の吻合部 を組織学的に 検索 した結

果， 完全閉塞に 近い 血 栓形成が み られ ， 血 栓 は器質化

してい た く図5 J ．

症 例2 二19 才
， 男性， 大工

昭和 51 年 2 月16 日
，
丸 ノ コ で右示

， 中， 環指 を中

節骨部で完全切断したく図 6フ． 中， 環指に 対 し て再接

着術を行 っ た ． 動脈は
， 中指 で 両側指動脈， 環指 で 榛

側指動脈を吻合した． 静脈 は指背部で各指 2 本ずつ 吻

合 した． 術後経過 は良好でく図7フ，2 0 日目に 退院し た．

術後 26 日 臥 夜間 に 右手を寒冷に 暴露 した 後， 環指に

突然循環障害が発生 し来院 した ． 来 院時
， 指色調 は蒼

白で冷 たく， 指尖脈波で 波形が認め られ な か っ た ため
，

直 ち に 手術 を行 っ た ． ま ず， 榛 側指動脈 を検索した が
，

血 栓 で 閉塞 され て い た た め
， そ の ま まと し

，
前 回手術

時吻合 しなか っ た尺側指動脈を露出 し，1 ．3 c m の 静脈

移植術 を行 い ， 指色調 は良好と な り生者 した，

症例 3 ニ49 才， 男性， 土 木作業員

昭和 53 年 1 0 月 1 4 日
，
コ ン ク リ ー トミ キサ

ー

に て 受

像 左 示 ， 中指 は 中節郡で 切 断さ れ
， 指背の 皮下組織
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と伸筋腱 の み で連続性が あ り， 環 指は 末節部で 切 断さ

れ 指神経の み で連続性が あ っ たく図8 う． 示 ， 中指 に 対

して 再接着術 を行 っ たく図9 う． 動脈は， 示 ， 中指の 尺

側指動脈を吻合し た． 静脈は， 示 指で は指背部で 1 本

吻合し たが， 中指 で は指背部 で 静脈の 連続性が確認さ

れた の で， 吻合しな か っ た ． 術後 ，
ヘ パ リ ン 10

，
0 0 0 単

位ノ日 の 全身投与を続け たが ，術後 6 日目 に 中指の 色調

が蒼白とな っ た た め， ヘ パ リ ン を 15 ，00 0 単位ノ日 に 増

量 し色調は 回復 した．
その 後 の 循環状態は良好で ， 2 1

日目に 退院し た． 術後4 5 日冒， 再接着術後 は じめ て タ

バ コ 1 本を喫煙 し た後， 突然中指 に チ ア ノ
ー ゼ が 出現

し来院 した． 直 ちに 温浴や カ イ ロ に よ る加温 を行う も ，

循環 障害が改善 しな か っ た た め， ヘ パ リ ン 12
，
0 0 0 単

位， ウ ロ キナ ー ゼ 36 ，0 0 0 単位 ， 低分子 デ キ ス トラ ン の

持続点滴を行い ，
3 時間後に 指 の 色調は 回復 した．

症例 4 ニ22 才， 男性， 鉄工 業

作業中に 鉄板を切 る機械で， 右示 指 を基節部で完全

切断した ． 再接着時， 両側指動脈 お よ び指背部 で 静脈

1 本を吻合 し た． 術後 3 日目， 指色調が チ ア ノ
ー ゼ と

な っ た が， ヘ パ リ ン を 10 ，0 0 0 単位ノ日 か ら 15 ，0 00 単

位ノ日 に 増量 し， 色調 は回復 した ．
そ の後の 循環状態は

良好で， 1 2 日目に 退 院 した． 術後14 日 臥 戸外 で 2 時

間手を冷気に暴露し てよ り， 示 指が チ ア ノ ー ゼ と な り，

救急車 に て来院 した． 右手 の温浴を行う も指色調 は改

善 しな か っ た ため， ヘ パ リ ン 20 ，0 0 0 単位， ウ ロ キ ナ
ー

ゼ 24
，
0 0 0 単位， 低分子 デ キ ス トラ ン の 持続点滴 を行

Fi g ． 8 ， C a s e 3 ． C o n c r et e m i x e r i nj u r y of a 4 9 － y e a r －

ol d l a b o r e r ．

い
，
2 時間後 に 指色調が 回 復 した．

症例 5 こ48 才， 男性， 旋盤工

旋盤に て右小指 を P工P 関節部で完全切断し た． 屈筋

腱 は筋腫移行郎か ら 引き抜か れ て い た． 再接着時， 両

側指動脈 を吻合 し， 静脈 は掌側 で 2 本吻合 した． 術後

経過 は 良好で， 1 週目で 転医 した が， 術後19 日目に ，

早朝素手 で 自転車 に乗 っ てか ら， 小 指 に 循環障害が発

生 した ． 特に 治療 を受け ず放置 して い たと こ ろ， 再接

着部の 2ノ3 が壊死 とな っ た ．

考 察

再接着 され た 指が ， 健常指 と同
一

の 色調 を呈 して い

て も， その 循環動態 は健常指 と大き く異 な っ て い る ．

再接着指で は， 主 に 吻合さ れ た限ら れ た動静脈を通し

て の み血 液循環が行わ れ て い る． ま た
，
血 管運動神経

に つ い て み ると
， 切 断部で血管 は 一 度切断 され ， 接合

部よ り 末梢 は sy m p a th e c t o m y さ れ た状態 に あ り， 接

合部よ り中枢 は健常で あ る．

さ て ， 正 常ヒ トの 手指に お い て ， 寒冷暴露や喫煙 の

負荷 に より ， 皮膚血流の 減少が お こ る こ と は， よ く知

ら れ て い る
2 刑

．
すな わ ち

， 寒冷 に は血管 を収縮さ せる

直接作用 が あ る と い わ れ て い る4I ． 一 方 ， 喫煙に つ い て

は ， 喫煙 に より体内に 吸 収され た微量の ニ コ チ ンが，

ア ド レ ナ リ ン や ノ ル ア ド レ ナ リ ン を分 泌さ せ る作用

や
，
血管運動中枢を刺激す る作用 が あ り， これ らの 作

用 で 皮膚血管の 収縮 が お こ り ， 血流減少が お こ る とい

Fi g ． 9 ． C a s e 3 ． T h e s t a t e j u s t a ft e r r e pl a n t a ti o n ．

T h e i n d e x a n d m id d l e fi n g e r s w e r e r e pl a n t e d ．
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われ て い る
3I

． と こ ろで
， 再接着指 に お い て ， 寒冷や喫

煙が血流 に 及 ぼ す影響に つ い て の研究 は少な い ． 中島

ら
5りま

， 術後8 ケ月以 上 経過 した 小 児切 断指再接着例

で
，
手を氷水中に つ け指尖都度膚温と指尖脈波測定 を

行い ， 血 流の 減 少が お こ る こ と を観察 し， 氷水中よ り

手を上 げる と， 健常指と類似 した血 流の 回復が み られ

たと報告 して い る ． 喫煙 に よ る血 流 へ の 影響 に つ い て

の 報告は い ま だ な い ． 再接着され た 指 へ の 寒冷暴露や

喫煙 の 血 流 へ の 影響 を考 える時， 接合部よ り中枢 で お

こ る反 応と
，
接合部 よ り末輪の s y m p a th e c t o m y さ れ

た血 管の 反応が あ り， 実際に は接合部の 中枢 と末梢の

血 管の 反 応が 重 な っ て 現わ れ る こ と に な り 複経 で あ

る． 前述 した作 用 に よ り ， 寒冷暴露や喫煙 に よ り， 再

接着指で も接合部 よ り中枢 およ び末梢 で血 管収縮が お

こ り
，
血 流減少 がお こ る と推察され る が

，
血 流減少 の

程度に つ い て は明 らか で な い ．

次に ， 術後2 週間以上 経過し てお こ る循環障害の 原

因に つ い て 考察 して み る ． 多数指切 断例 で
， 再接着さ

れた す べ て の 指 に
， 循環障害がお こ っ た訳で は な い こ

とよ り
， 循環 障害の 発生の 基盤 に血管吻合部の堺態が

大き く関係 し て い る と考 えられ る． 血 管吻合さ れた血

管内膜の 修復時期は
，
組織学的に は家鬼 大腿 動脈で術

後9 へ 1 0 日
6，
，
ラ ッ トの 大腿動脈で 1 週間前後

7，
， 犬 の

腹部大動脈で 2 週間 を要す る81 とさ れ て い る． 小 西
鋸 は

栓球吸 着能か ら み ると
， 術後 2 週目で は正 常内膜 の 2

倍の 吸着能が あ り， 完全に 正 常状態 に復 す る に は約 1 0

週間を要す ると述 べ てい る ． 今回報告 した 5 例の 循環

障害の 発生 した 時期 は， 術後 14 日目 より 4 5 日日で あ

り
， 吻合 され た血 管内膜 の 組織学的修復は

，
ほぼ完 了

され た時期と考 え られ るが ， 小西の 述 べ る栓球吸着能

はなお 冗進 して い る 時期 に あた る． 金子 ら9 鳩 再接着

術後の 早期の 血 管造影 で
，
吻合部 を中心 に ， 特 に 末栴

側に か な り の 範囲に わ たる 狭窄像と血 管壁の 不 整 を観

察して い る ． 松 田ら1 01も 同様の 観察 を して
， 再接着後の

末梢循環の 改善に 関与す る最大の 因子 は， 接合部 を中

心とす る疲痕形成 の 程度で ある と述 べ て い る
．
こ の よ

うに
， 血 管吻合部で 血 管内膜の 性状が 正 常と異 な っ て

いる こ とや
， 血 管内腱 の 狭窄が多少な り と も生 じてく

る こ と が， 循環 障害の 発 生 の 一

つ の 原因に なる と 考え

られ る
．

今 一

つ の 原因と して， 血 流の 減少が考 え られ る． 小

池ら1 1 恨 血 行再建術に お ける血流の 影響 に つ い て 検討

し
， 血 流量 が 50 ％以 上 減少す ると 早期閉塞率が高く な

り
，
7 5 ％以 上 の 血 流量 の 減 少で は ほ とん ど閉塞 をお こ

し， 血流を増加 させ る と 開存成績が良好 で あ っ た と述
べ
， 血流減少が血 栓形成 のM

一

つ の 原 因に な る こ と を示

した
． 再接着指で は， 健常指と比 較 し血 流量 の 減少が
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ある
1 2，
上 に ， 寒冷暴露や喫煙の負荷 に よ り

，
さ ら に 血流

の 減少が お こ れ ば， 血管吻合部の 内膜 の 性状が 正 常化

して い な い 時期 な らば， 特に 吻合部を中心に 血栓 が形

成され ， 循環障害の 発生す る危険があるもの と推察さ

れ る
．

切断指再接着術 の 術後管理 に お い て
， 血管吻合郡に

多少な り とも 内膳 の 狭窄がお こ っ てく る こ と
， 吻合部

で の 栓球吸 着能は冗進し て お り， 正 常化 する に は約 10

週間を要す る こ とよ り， 術後少なく と も3 ケ月間は寒

冷暴露や喫煙 を禁止 す べ き と考 える
．

結 論

切 断指再接着術後 2 週間以 上経過 した症例 で， 寒冷

暴露や喫煙 を契機 に 突然循環障害を発生 した 5 例 5 指

に つ い て報告 した．
こ の 循環障害 は， 血 管吻合部の 修

復が不 完全な時期 に
，
血 流の 減少 を生ずる原因が加わ

り
，
血 栓形 成 を生 ずる ため に お こ る と考え られ

，
その

原因と な っ た寒冷暴露や喫煙 は
， 術後少なく と も 3 ケ

月間は 禁止 す る よ う指導す る必要が ある．

稿 を終 え る に あた り， ご校閲 を賜 わ っ た野村進教授 に 深

謝致 しま す ．
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